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政
令
第

号

環
境
影
響
評
価
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
環
境
影
響
評
価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
第
一
号
（
同
法
第
四
十
八
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
四
条
（
同
法
第
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
十
八
条
た
だ
し
書
（
同
法
第
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
及
び
同
法
第
四
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
一
条
第
二

項
（
同
法
第
四
十
条
第
二
項
及
び
第
四
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
並
び
に
同
法
第
四
十
八

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
三
条
第
二
項
、
第
四
十
六
条
第
二
項
並
び
に
附
則
第
三
条
第
一
項

及
び
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

環
境
影
響
評
価
法
施
行
令
（
平
成
九
年
政
令
第
三
百
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
、
第
三
条
及
び
第
六
条
中
「
別
表
」
を
「
別
表
第
一
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
に
次
の
五
項
を
加
え
、
同
条
を
第
十
八
条
と
す
る
。

３

法
第
四
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
軽
微
な
修
正
は
、
前
条
第
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一
号
又
は
第
二
号
に
規
定
す
る
区
域
の
位
置
の
修
正
で
あ
っ
て
、
当
該
修
正
に
よ
っ
て
新
た
に
当
該
区
域
と
な
る
部
分
の
面

積
の
合
計
が
当
該
修
正
前
の
当
該
区
域
の
面
積
の
合
計
の
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ
る
も
の
（
当
該
修
正
後
の
対
象
港
湾

計
画
に
つ
い
て
法
第
四
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
お
け
る
同
条
の
地
域

を
管
轄
す
る
市
町
村
長
に
当
該
修
正
前
の
対
象
港
湾
計
画
に
係
る
当
該
地
域
を
管
轄
す
る
市
町
村
長
以
外
の
市
町
村
長
が
含

ま
れ
る
も
の
及
び
港
湾
環
境
影
響
が
相
当
な
程
度
を
超
え
て
増
加
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
べ
き
特
別
の
事
情
が
あ
る

も
の
を
除
く
。
）
と
す
る
。

４

法
第
四
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
修
正
は
、
次
に
掲
げ
る
も

の
と
す
る
。

一

前
項
に
規
定
す
る
修
正

二

前
条
第
一
号
又
は
第
二
号
に
規
定
す
る
区
域
の
位
置
の
修
正
以
外
の
修
正

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
を
目
的
と
す
る
修
正
で
あ
っ
て
、
当
該
修
正
後
の
対
象
港
湾

計
画
に
つ
い
て
法
第
四
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
お
け
る
同
条
の
地

域
を
管
轄
す
る
市
町
村
長
に
当
該
修
正
前
の
対
象
港
湾
計
画
に
係
る
当
該
地
域
を
管
轄
す
る
市
町
村
長
以
外
の
市
町
村
長
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が
含
ま
れ
て
い
な
い
も
の

５

前
二
項
の
規
定
は
、
法
第
四
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
八
条
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
軽
微
な
修

正
及
び
法
第
四
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
八
条
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
修
正
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

６

法
第
四
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
一
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
前
条
第
一
号
又

は
第
二
号
に
規
定
す
る
区
域
の
位
置
の
変
更
で
あ
っ
て
、
当
該
変
更
に
よ
っ
て
新
た
に
当
該
区
域
と
な
る
部
分
の
面
積
の
合

計
が
当
該
変
更
前
の
当
該
区
域
の
面
積
の
合
計
の
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ
る
も
の
（
当
該
変
更
後
の
対
象
港
湾
計
画
に

つ
い
て
法
第
四
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
お
け
る
同
条
の
地
域
を
管
轄

す
る
市
町
村
長
に
当
該
変
更
前
の
対
象
港
湾
計
画
に
係
る
当
該
地
域
を
管
轄
す
る
市
町
村
長
以
外
の
市
町
村
長
が
含
ま
れ
る

も
の
及
び
港
湾
環
境
影
響
が
相
当
な
程
度
を
超
え
て
増
加
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
べ
き
特
別
の
事
情
が
あ
る
も
の
を

除
く
。
）
と
す
る
。

７

法
第
四
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
一
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
変
更
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一

前
項
に
規
定
す
る
変
更
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二

前
条
第
一
号
又
は
第
二
号
に
規
定
す
る
区
域
の
位
置
の
変
更
以
外
の
変
更

第
十
条
を
第
十
七
条
と
す
る
。

第
九
条
中
「
前
二
条
」
を
「
第
七
条
か
ら
前
条
ま
で
」
に
改
め
、
「
適
用
さ
れ
る
法
第
二
十
条
第
一
項
」
と
」
の
下
に
「
、

第
九
条
第
一
項
中
「
対
象
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
対
象
事
業
」
と
、
「
法
第
六
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
四

十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
六
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
対
象

事
業
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
対
象
事
業
」
と
、
同
号
中
「
法
第
六
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
四
十
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
六
条
第
一
項
」
と
、
第
十
一
条
中
「
法
第
二
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
四
十
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
二
十
四
条
」
と
、
第
十
二
条
中
「
法
第
二
十
八
条
た
だ
し
書
」
と
あ
り

、
及
び
「
同
条
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
二
十
八
条
た

だ
し
書
」
と
、
第
十
三
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
法
第
三
十
一
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
四
十
条
第
二
項
及

び
第
四
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
三
十
一
条
第
二
項
」
と
、
同
項
中
「
対
象
事
業
」
と
あ

る
の
は
「
都
市
計
画
対
象
事
業
」
と
、
「
法
第
六
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
さ
れ
る
法
第
六
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
法
第
三
十
一
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
四
十
条
第
二
項
及
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び
第
四
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
三
十
一
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
中

「
対
象
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
対
象
事
業
」
と
、
同
号
中
「
法
第
六
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
四
十
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
六
条
第
一
項
」
と
、
別
表
第
二
及
び
別
表
第
三
中
「
対
象
事
業
」
と
あ
る
の

は
「
都
市
計
画
対
象
事
業
」
と
」
を
加
え
、
同
条
を
第
十
五
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
都
市
計
画
決
定
権
者
か
ら
の
要
請
に
よ
り
環
境
影
響
評
価
を
行
う
べ
き
事
業
者
）

第
十
六
条

法
第
四
十
六
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

対
象
事
業
の
実
施
を
担
当
す
る
国
の
行
政
機
関
（
地
方
支
分
部
局
を
含
む
。
）
の
長

二

法
第
二
条
第
二
項
第
二
号
ハ
に
規
定
す
る
法
人

第
八
条
の
次
に
次
の
六
条
を
加
え
る
。

（
法
第
二
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
軽
微
な
修
正
等
）

第
九
条

法
第
二
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
軽
微
な
修
正
は
、
別
表
第
二
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
対
象
事
業
の
区

分
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
事
業
の
諸
元
の
修
正
で
あ
っ
て
、
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す

る
も
の
（
当
該
修
正
後
の
対
象
事
業
に
つ
い
て
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
お
け
る
同
項
の
地
域
を
管
轄
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す
る
市
町
村
長
（
特
別
区
の
区
長
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
当
該
修
正
前
の
対
象
事
業
に
係
る
当
該
地
域
を
管
轄
す
る
市

町
村
長
以
外
の
市
町
村
長
が
含
ま
れ
る
も
の
及
び
環
境
影
響
が
相
当
な
程
度
を
超
え
て
増
加
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る

べ
き
特
別
の
事
情
が
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
と
す
る
。

２

法
第
二
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
修
正
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

前
項
に
規
定
す
る
修
正

二

別
表
第
二
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
対
象
事
業
の
区
分
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
事
業
の
諸
元
の
修
正
以

外
の
修
正

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
を
目
的
と
す
る
修
正
で
あ
っ
て
、
当
該
修
正
後
の
対
象
事
業

に
つ
い
て
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
お
け
る
同
項
の
地
域
を
管
轄
す
る
市
町
村
長
に
当
該
修
正
前
の

対
象
事
業
に
係
る
当
該
地
域
を
管
轄
す
る
市
町
村
長
以
外
の
市
町
村
長
が
含
ま
れ
て
い
な
い
も
の

（
環
境
庁
長
官
の
意
見
の
提
出
期
間
）

第
十
条

法
第
二
十
三
条
の
政
令
で
定
め
る
期
間
は
、
四
十
五
日
と
す
る
。

（
免
許
等
を
行
う
者
等
の
意
見
の
提
出
期
間
）
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第
十
一
条

法
第
二
十
四
条
の
政
令
で
定
め
る
期
間
は
、
九
十
日
と
す
る
。

（
法
第
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
軽
微
な
修
正
等
）

第
十
二
条

第
九
条
の
規
定
は
、
法
第
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
軽
微
な
修
正
及
び
同
号
の
政
令
で
定
め
る

修
正
並
び
に
法
第
二
十
八
条
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
軽
微
な
修
正
及
び
同
条
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
修
正
に
つ
い

て
準
用
す
る
。

（
法
第
三
十
一
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
等
）

第
十
三
条

法
第
三
十
一
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
別
表
第
三
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
対
象
事
業
の
区
分
ご

と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
事
業
の
諸
元
の
変
更
で
あ
っ
て
、
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
も

の
（
当
該
変
更
後
の
対
象
事
業
に
つ
い
て
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
お
け
る
同
項
の
地
域
を
管
轄
す
る

市
町
村
長
に
当
該
変
更
前
の
対
象
事
業
に
係
る
当
該
地
域
を
管
轄
す
る
市
町
村
長
以
外
の
市
町
村
長
が
含
ま
れ
る
も
の
及
び

環
境
影
響
が
相
当
な
程
度
を
超
え
て
増
加
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
べ
き
特
別
の
事
情
が
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
と
す

る
。

２

法
第
三
十
一
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
変
更
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。
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一

前
項
に
規
定
す
る
変
更

二

別
表
第
三
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
対
象
事
業
の
区
分
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
事
業
の
諸
元
の
変
更
以

外
の
変
更

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
を
目
的
と
す
る
変
更
（
緑
地
そ
の
他
の
緩
衝
空
地
を
増
加
す

る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
当
該
変
更
後
の
対
象
事
業
に
つ
い
て
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
お

け
る
同
項
の
地
域
を
管
轄
す
る
市
町
村
長
に
当
該
変
更
前
の
対
象
事
業
に
係
る
当
該
地
域
を
管
轄
す
る
市
町
村
長
以
外
の

市
町
村
長
が
含
ま
れ
て
い
な
い
も
の

（
環
境
の
保
全
の
配
慮
に
つ
い
て
の
審
査
等
に
係
る
法
律
の
規
定
）

第
十
四
条

法
第
三
十
三
条
第
二
項
各
号
の
法
律
の
規
定
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
別
表
第
四
に
掲
げ
る
と
お
り
と

す
る
。

附
則
第
三
条
を
削
る
。

附
則
第
二
条
を
附
則
第
三
条
と
し
、
附
則
第
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
附
則
第
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
等
）
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第
二
条

第
十
三
条
の
規
定
は
、
法
附
則
第
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
及
び
同
項
の
政
令
で
定
め
る
変
更
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
三
条
第
一
項
並
び
に
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
対
象
事
業
」
と
あ

る
の
は
「
事
業
」
と
、
別
表
第
三
中
「
対
象
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
」
と
、
「
対
象
事
業
実
施
区
域
」
と
あ
る
の
は
「

事
業
が
実
施
さ
れ
る
べ
き
区
域
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
こ
の
法
律
の
施
行
に
よ
り
新
た
に
対
象
事
業
と
な
る
事
業
の
環
境
影
響
の
程
度
を
低
減
す
る
変
更
）

第
四
条

法
附
則
第
三
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
条
件
は
、
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
を
目
的
と
す
る
変
更
（
緑
地
そ
の
他
の

緩
衝
空
地
を
増
加
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

別
表
の
二
の
項
の
イ
の
第
二
欄
中
「
。
こ
の
項
の
イ
の
第
三
欄
に
お
い
て
同
じ
。
」
を
削
り
、
「
水
面
」
を
「
区
域
（
以
下

「
貯
水
区
域
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
「
面
積
」
の
下
に
「
（
以
下
「
貯
水
面
積
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
項
の
イ
の

第
三
欄
中
「
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
水
位
に
お
け
る
貯
水
池
の
水
面
の
面
積
」
を
「
貯
水
面
積
」
に
改
め
、
同
項
の
ヘ
の
第
二
欄
中
「

湛
水
区
域
」
の
下
に
「
（
以
下
単
に
「
湛
水
区
域
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
項
の
タ
の
第
二
欄
中
「
合
計
」
の
下
に
「
以

た
ん

た
ん

下
「
湖
沼
開
発
面
積
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
項
の
タ
の
第
三
欄
中
「
施
設
が
設
置
さ
れ
る
土
地
の
面
積
及
び
施
設
の
操
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作
に
よ
り
露
出
す
る
こ
と
と
な
る
水
底
の
最
大
の
水
平
投
影
面
積
の
合
計
」
を
「
湖
沼
開
発
面
積
」
に
改
め
、
同
表
の
六
の
項

の
イ
の
第
二
欄
中
「
場
所
」
の
下
に
「
（
以
下
「
埋
立
処
分
場
所
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
項
の
イ
の
第
三
欄
並
び
に
同

項
の
ロ
の
第
二
欄
及
び
第
三
欄
中
「
埋
立
処
分
の
用
に
供
さ
れ
る
場
所
」
を
「
埋
立
処
分
場
所
」
に
改
め
、
同
表
の
七
の
項
の

第
二
欄
中
「
区
域
」
の
下
に
「
（
以
下
「
埋
立
干
拓
区
域
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
項
の
第
三
欄
中
「
埋
立
て
又
は
干
拓

に
係
る
区
域
」
を
「
埋
立
干
拓
区
域
」
に
改
め
、
同
表
を
別
表
第
一
と
し
、
同
表
の
次
に
次
の
三
表
を
加
え
る
。

別
表
第
二
（
第
九
条
関
係
）

対
象
事
業
の
区
分

事
業
の
諸
元

手
続
を
経
る
こ
と
を
要
し
な
い
修
正
の
要
件

一

別
表
第
一
の
一

道
路
の
長
さ

道
路
の
長
さ
が
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
増
加
し
な
い
こ
と
。

の
項
の
イ
か
ら
ヘ

対
象
事
業
実
施
区
域
の
位
置

修
正
前
の
対
象
事
業
実
施
区
域
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ

ま
で
に
該
当
す
る

た
区
域
が
新
た
に
対
象
事
業
実
施
区
域
と
な
ら
な
い
こ
と
。

対
象
事
業

車
線
の
数

車
線
の
数
が
増
加
し
な
い
こ
と
。

設
計
速
度

設
計
速
度
が
増
加
し
な
い
こ
と
。

二

別
表
第
一
の
一

林
道
の
長
さ

林
道
の
長
さ
が
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
増
加
し
な
い
こ
と
。
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の
項
の
ト
に
該
当

対
象
事
業
実
施
区
域
の
位
置

修
正
前
の
対
象
事
業
実
施
区
域
か
ら
二
百
メ
ー
ト
ル
以
上
離

す
る
対
象
事
業

れ
た
区
域
が
新
た
に
対
象
事
業
実
施
区
域
と
な
ら
な
い
こ
と
。

林
道
の
設
計
の
基
礎
と
な
る
自

林
道
の
設
計
の
基
礎
と
な
る
自
動
車
の
速
度
が
増
加
し
な
い

動
車
の
速
度

こ
と
。

三

別
表
第
一
の
二

貯
水
区
域
の
位
置

新
た
に
貯
水
区
域
と
な
る
部
分
の
面
積
が
修
正
前
の
貯
水
面

の
項
の
イ
か
ら
ホ

積
の
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ
る
こ
と
。

ま
で
に
該
当
す
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
又
は
フ
ィ

対
象
事
業

ル
ダ
ム
の
別

四

別
表
第
一
の
二

湛
水
区
域
の
位
置

新
た
に
湛
水
区
域
と
な
る
部
分
の
面
積
が
修
正
前
の
湛
水
面

た
ん

た
ん

た
ん

の
項
の
へ
か
ら
ヨ

積
の
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ
る
こ
と
。

ま
で
に
該
当
す
る

固
定
堰
又
は
可
動
堰
の
別

ぜ
き

ぜ
き

対
象
事
業

五

別
表
第
一
の
二

湖
沼
水
位
調
節
施
設
の
施
設
が

新
た
に
湖
沼
開
発
区
域
と
な
る
部
分
の
面
積
（
水
底
の
区
域
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の
項
の
タ
に
該
当

設
置
さ
れ
る
土
地
又
は
施
設
の

に
あ
っ
て
は
、
水
平
投
影
面
積
）
が
修
正
前
の
湖
沼
開
発
面

す
る
対
象
事
業

操
作
に
よ
り
最
大
限
に
露
出
す

積
の
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ
る
こ
と
。

る
こ
と
と
な
る
水
底
の
区
域
（

以
下
「
湖
沼
開
発
区
域
」
と
い

う
。
）
の
位
置

六

別
表
第
一
の
二

放
水
路
の
区
域
の
位
置

新
た
に
放
水
路
の
区
域
と
な
る
部
分
の
面
積
が
修
正
前
の
当

の
項
の
レ
に
該
当

該
区
域
の
面
積
の
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ
る
こ
と
。

す
る
対
象
事
業

七

別
表
第
一
の
三

鉄
道
の
長
さ

鉄
道
の
長
さ
が
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
増
加
し
な
い
こ
と
。

の
項
の
イ
か
ら
ニ

本
線
路
施
設
区
域
（
別
表
第
一

修
正
前
の
本
線
路
施
設
区
域
か
ら
三
百
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ

ま
で
に
該
当
す
る

の
三
の
項
に
該
当
す
る
対
象
事

た
区
域
が
新
た
に
本
線
路
施
設
区
域
と
な
ら
な
い
こ
と
。

対
象
事
業

業
が
実
施
さ
れ
る
べ
き
区
域
か

ら
車
庫
又
は
車
両
検
査
修
繕
施
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設
の
区
域
を
除
い
た
も
の
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
の
位
置

本
線
路
（
一
の
停
車
場
に
係
る

本
線
路
の
増
設
が
な
い
こ
と
。

も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）

の
数

鉄
道
施
設
の
設
計
の
基
礎
と
な

鉄
道
施
設
の
設
計
の
基
礎
と
な
る
列
車
の
最
高
速
度
が
地
上

る
列
車
の
最
高
速
度

の
部
分
に
お
い
て
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
を
超
え
て
増
加

し
な
い
こ
と
。

八

別
表
第
一
の
三

鉄
道
の
長
さ

鉄
道
の
長
さ
が
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
増
加
し
な
い
こ
と
。

の
項
の
ホ
又
は
へ

本
線
路
施
設
区
域
の
位
置

修
正
前
の
本
線
路
施
設
区
域
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た

に
該
当
す
る
対
象

区
域
が
新
た
に
本
線
路
施
設
区
域
と
な
ら
な
い
こ
と
。

事
業

本
線
路
の
数

本
線
路
の
増
設
が
な
い
こ
と
。

鉄
道
施
設
の
設
計
の
基
礎
と
な

鉄
道
施
設
の
設
計
の
基
礎
と
な
る
列
車
の
最
高
速
度
が
地
上
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る
列
車
の
最
高
速
度

の
部
分
に
お
い
て
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
を
超
え
て
増
加
し

な
い
こ
と
。

九

別
表
第
一
の
三

軌
道
の
長
さ

軌
道
の
長
さ
が
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
増
加
し
な
い
こ
と
。

の
項
の
ト
又
は
チ

本
線
路
施
設
区
域
の
位
置

修
正
前
の
本
線
路
施
設
区
域
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た

に
該
当
す
る
対
象

区
域
が
新
た
に
本
線
路
施
設
区
域
と
な
ら
な
い
こ
と
。

事
業

本
線
路
の
数

本
線
路
の
増
設
が
な
い
こ
と
。

軌
道
の
施
設
の
設
計
の
基
礎
と

軌
道
の
施
設
の
設
計
の
基
礎
と
な
る
車
両
の
最
高
速
度
が
地

な
る
車
両
の
最
高
速
度

上
の
部
分
に
お
い
て
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
を
超
え
て
増
加

し
な
い
こ
と
。

十

別
表
第
一
の
四

滑
走
路
の
長
さ

滑
走
路
の
長
さ
が
三
百
メ
ー
ト
ル
を
超
え
て
増
加
し
な
い
こ

の
項
に
該
当
す
る

と
。

対
象
事
業

飛
行
場
及
び
そ
の
施
設
の
区
域

新
た
に
飛
行
場
及
び
そ
の
施
設
の
区
域
と
な
る
部
分
の
面
積

の
位
置

が
二
十
へ
ク
タ
ー
ル
未
満
で
あ
る
こ
と
。
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十
一

別
表
第
一
の

発
電
所
又
は
発
電
設
備
の
出
力

発
電
所
又
は
発
電
設
備
の
出
力
が
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
増
加

五
の
項
の
イ
か
ら

し
な
い
こ
と
。

ニ
ま
で
に
該
当
す

ダ
ム
の
貯
水
区
域
の
位
置

新
た
に
ダ
ム
の
貯
水
区
域
と
な
る
部
分
の
面
積
が
修
正
前
の

る
対
象
事
業

当
該
区
域
の
面
積
の
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ
る
こ
と
。

堰
の
湛
水
区
域
の
位
置

新
た
に
堰
の
湛
水
区
域
と
な
る
部
分
の
面
積
が
修
正
前
の
湛

せ
き

た
ん

せ
き

た
ん

た
ん

水
面
積
の
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ
り
、
又
は
一
ヘ
ク
タ

ー
ル
未
満
で
あ
る
こ
と
。

ダ
ム
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
又

は
フ
ィ
ル
ダ
ム
の
別

十
二

別
表
第
一
の

発
電
所
又
は
発
電
設
備
の
出
力

発
電
所
又
は
発
電
設
備
の
出
力
が
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
増
加

五
の
項
の
ホ
又
は

し
な
い
こ
と
。

へ
に
該
当
す
る
対

対
象
事
業
実
施
区
域
の
位
置

修
正
前
の
対
象
事
業
実
施
区
域
か
ら
三
百
メ
ー
ト
ル
以
上
離

象
事
業

れ
た
区
域
が
新
た
に
対
象
事
業
実
施
区
域
と
な
ら
な
い
こ
と
。
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原
動
力
に
つ
い
て
の
汽
力
、
ガ

ス
タ
ー
ビ
ン
、
内
燃
力
又
は
こ

れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
の

別燃
料
の
種
類

冷
却
方
式
に
つ
い
て
の
冷
却
塔

、
冷
却
池
又
は
そ
の
他
の
も
の

の
別

十
三

別
表
第
一
の

発
電
所
又
は
発
電
設
備
の
出
力

発
電
所
又
は
発
電
設
備
の
出
力
が
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
増
加

五
の
項
の
ト
又
は

し
な
い
こ
と
。

チ
に
該
当
す
る
対

対
象
事
業
実
施
区
域
の
位
置

修
正
前
の
対
象
事
業
実
施
区
域
か
ら
三
百
メ
ー
ト
ル
以
上
離

象
事
業

れ
た
区
域
が
新
た
に
対
象
事
業
実
施
区
域
と
な
ら
な
い
こ
と
。

十
四

別
表
第
一
の

発
電
所
又
は
発
電
設
備
の
出
力

発
電
所
又
は
発
電
設
備
の
出
力
が
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
増
加
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五
の
項
の
リ
又
は

し
な
い
こ
と
。

ヌ
に
該
当
す
る
対

対
象
事
業
実
施
区
域
の
位
置

修
正
前
の
対
象
事
業
実
施
区
域
か
ら
三
百
メ
ー
ト
ル
以
上
離

象
事
業

れ
た
区
域
が
新
た
に
対
象
事
業
実
施
区
域
と
な
ら
な
い
こ
と
。

十
五

別
表
第
一
の

埋
立
処
分
場
所
の
位
置

新
た
に
埋
立
処
分
場
所
と
な
る
部
分
の
面
積
が
修
正
前
の
埋

六
の
項
に
該
当
す

立
処
分
場
所
の
面
積
の
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ
る
こ
と
。

る
対
象
事
業

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十

六
年
政
令
第
三
百
号
）
第
七
条

第
十
四
号
イ
に
規
定
す
る
産
業

廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
、
同
号

ロ
に
規
定
す
る
産
業
廃
棄
物
の

最
終
処
分
場
又
は
一
般
廃
棄
物

若
し
く
は
同
号
ハ
に
規
定
す
る
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産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の

別

十
六

別
表
第
一
の

埋
立
干
拓
区
域
の
位
置

新
た
に
埋
立
干
拓
区
域
と
な
る
部
分
の
面
積
が
修
正
前
の
埋

七
の
項
に
該
当
す

立
干
拓
区
域
の
面
積
の
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ
る
こ
と
。

る
対
象
事
業

十
七

別
表
第
一
の

施
行
区
域
の
位
置

新
た
に
施
行
区
域
と
な
る
部
分
の
面
積
が
修
正
前
の
施
行
区

八
の
項
か
ら
十
二

域
の
面
積
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ
り
、
か
つ
、
二
十
ヘ

の
項
ま
で
に
該
当

ク
タ
ー
ル
未
満
で
あ
る
こ
と
。

す
る
対
象
事
業

十
八

別
表
第
一
の

造
成
に
係
る
土
地
の
位
置

新
た
に
造
成
に
係
る
土
地
と
な
る
部
分
の
面
積
が
修
正
前
の

十
三
の
項
に
該
当

当
該
土
地
の
面
積
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ
り
、
か
つ
、

す
る
対
象
事
業

二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
で
あ
る
こ
と
。

別
表
第
三
（
第
十
三
条
関
係
）
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対
象
事
業
の
区
分

事
業
の
諸
元

手
続
を
経
る
こ
と
を
要
し
な
い
変
更
の
要
件

一

別
表
第
一
の
一

道
路
の
長
さ

道
路
の
長
さ
が
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
増
加
し
な
い
こ
と
。

の
項
の
イ
か
ら
ヘ

対
象
事
業
実
施
区
域
の
位
置

変
更
前
の
対
象
事
業
実
施
区
域
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ

ま
で
に
該
当
す
る

た
区
域
が
新
た
に
対
象
事
業
実
施
区
域
と
な
ら
な
い
こ
と
。

対
象
事
業

車
線
の
数

車
線
の
数
が
増
加
し
な
い
こ
と
。

設
計
速
度

設
計
速
度
が
増
加
し
な
い
こ
と
。

盛
土
、
切
土
、
ト
ン
ネ
ル
、
橋

盛
土
、
切
土
、
ト
ン
ネ
ル
、
橋
若
し
く
は
高
架
又
は
そ
の
他

若
し
く
は
高
架
又
は
そ
の
他
の

の
構
造
の
別
が
連
続
し
た
千
メ
ー
ト
ル
以
上
の
区
間
に
お
い

構
造
の
別

て
変
更
し
な
い
こ
と
。

高
速
自
動
車
国
道
と
交
通
の
用

変
更
前
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
等
区
域
か
ら
五
百
メ
ー
ト
ル

に
供
す
る
施
設
を
連
結
さ
せ
る

以
上
離
れ
た
区
域
が
新
た
に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
等
区
域
と

た
め
の
高
速
自
動
車
国
道
の
施

な
ら
な
い
こ
と
。

設
そ
の
他
道
路
と
交
通
の
用
に



- 20 -

供
す
る
施
設
を
連
結
さ
せ
る
た

め
の
施
設
で
当
該
高
速
自
動
車

国
道
の
施
設
に
準
ず
る
規
模
を

有
す
る
も
の
を
設
置
す
る
区
域

（
以
下
「
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

等
区
域
」
と
い
う
。
）
の
位
置

二

別
表
第
一
の
一

林
道
の
長
さ

林
道
の
長
さ
が
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
増
加
し
な
い
こ
と
。

の
項
の
ト
に
該
当

対
象
事
業
実
施
区
域
の
位
置

変
更
前
の
対
象
事
業
実
施
区
域
か
ら
二
百
メ
ー
ト
ル
以
上
離

す
る
対
象
事
業

れ
た
区
域
が
新
た
に
対
象
事
業
実
施
区
域
と
な
ら
な
い
こ
と
。

林
道
の
設
計
の
基
礎
と
な
る
自

林
道
の
設
計
の
基
礎
と
な
る
自
動
車
の
速
度
が
増
加
し
な
い

動
車
の
速
度

こ
と
。

ト
ン
ネ
ル
又
は
橋
を
設
置
す
る

ト
ン
ネ
ル
又
は
長
さ
が
二
十
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
橋
の
設

区
域
の
位
置

置
（
移
設
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
新
た
に
行
い
、
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又
は
行
わ
な
い
こ
と
と
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
。

三

別
表
第
一
の
二

貯
水
区
域
の
位
置

新
た
に
貯
水
区
域
と
な
る
部
分
の
面
積
が
変
更
前
の
貯
水
面

の
項
の
イ
か
ら
ホ

積
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ
る
こ
と
。

ま
で
に
該
当
す
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
又
は
フ
ィ

対
象
事
業

ル
ダ
ム
の
別

対
象
事
業
実
施
区
域
の
位
置

変
更
前
の
対
象
事
業
実
施
区
域
か
ら
五
百
メ
ー
ト
ル
以
上
離

れ
た
区
域
が
新
た
に
対
象
事
業
実
施
区
域
と
な
ら
な
い
こ
と
。

四

別
表
第
一
の
二

湛
水
区
域
の
位
置

新
た
に
湛
水
区
域
と
な
る
部
分
の
面
積
が
変
更
前
の
湛
水
面

た
ん

た
ん

た
ん

の
項
の
へ
か
ら
ヨ

積
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ
る
こ
と
。

ま
で
に
該
当
す
る

固
定
堰
又
は
可
動
堰
の
別

ぜ
き

ぜ
き

対
象
事
業

堰
の
位
置

堰
の
両
端
の
い
ず
れ
か
が
五
百
メ
ー
ト
ル
以
上
移
動
し
な
い

せ
き

せ
きこ

と
。

五

別
表
第
一
の
二

湖
沼
開
発
区
域
の
位
置

新
た
に
湖
沼
開
発
区
域
と
な
る
部
分
の
面
積
（
水
底
の
区
域
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の
項
の
タ
に
該
当

に
あ
っ
て
は
、
水
平
投
影
面
積
）
が
変
更
前
の
湖
沼
開
発
面

す
る
対
象
事
業

積
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ
る
こ
と
。

六

別
表
第
一
の
二

放
水
路
の
区
域
の
位
置

新
た
に
放
水
路
の
区
域
と
な
る
部
分
の
面
積
が
変
更
前
の
当

の
項
の
レ
に
該
当

該
区
域
の
面
積
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ
る
こ
と
。

す
る
対
象
事
業

七

別
表
第
一
の
三

鉄
道
の
長
さ

鉄
道
の
長
さ
が
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
増
加
し
な
い
こ
と
。

の
項
の
イ
か
ら
ニ

本
線
路
施
設
区
域
の
位
置

変
更
前
の
本
線
路
施
設
区
域
か
ら
三
百
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ

ま
で
に
該
当
す
る

た
区
域
が
新
た
に
本
線
路
施
設
区
域
と
な
ら
な
い
こ
と
。

対
象
事
業

本
線
路
の
数

本
線
路
の
増
設
が
な
い
こ
と
。

鉄
道
施
設
の
設
計
の
基
礎
と
な

鉄
道
施
設
の
設
計
の
基
礎
と
な
る
列
車
の
最
高
速
度
が
地
上

る
列
車
の
最
高
速
度

の
部
分
に
お
い
て
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
を
超
え
て
増
加

し
な
い
こ
と
。

運
行
さ
れ
る
列
車
の
本
数

運
行
さ
れ
る
列
車
の
本
数
が
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
増
加
せ
ず
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、
又
は
一
日
当
た
り
十
本
を
超
え
て
増
加
し
な
い
こ
と
。

盛
土
、
切
土
、
ト
ン
ネ
ル
若
し

盛
土
、
切
土
、
ト
ン
ネ
ル
若
し
く
は
地
下
、
橋
若
し
く
は
高

く
は
地
下
、
橋
若
し
く
は
高
架

架
又
は
そ
の
他
の
構
造
の
別
が
連
続
し
た
千
メ
ー
ト
ル
以
上

又
は
そ
の
他
の
構
造
の
別

の
区
間
に
お
い
て
変
更
し
な
い
こ
と
。

車
庫
又
は
車
両
検
査
修
繕
施
設

車
庫
又
は
車
両
検
査
修
繕
施
設
の
区
域
の
面
積
が
十
ヘ
ク
タ

の
区
域
の
位
置

ー
ル
以
上
増
加
し
な
い
こ
と
。

八

別
表
第
一
の
三

鉄
道
の
長
さ

鉄
道
の
長
さ
が
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
増
加
し
な
い
こ
と
。

の
項
の
ホ
又
は
へ

本
線
路
施
設
区
域
の
位
置

変
更
前
の
本
線
路
施
設
区
域
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た

に
該
当
す
る
対
象

区
域
が
新
た
に
本
線
路
施
設
区
域
と
な
ら
な
い
こ
と
。

事
業

本
線
路
の
数

本
線
路
の
増
設
が
な
い
こ
と
。

鉄
道
施
設
の
設
計
の
基
礎
と
な

鉄
道
施
設
の
設
計
の
基
礎
と
な
る
列
車
の
最
高
速
度
が
地
上

る
列
車
の
最
高
速
度

の
部
分
に
お
い
て
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
を
超
え
て
増
加
し

な
い
こ
と
。
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運
行
さ
れ
る
列
車
の
本
数

地
上
の
部
分
に
お
い
て
、
運
行
さ
れ
る
列
車
の
本
数
が
十
パ

ー
セ
ン
ト
以
上
増
加
せ
ず
、
又
は
一
日
当
た
り
十
本
を
超
え

て
増
加
し
な
い
こ
と
。

盛
土
、
切
土
、
ト
ン
ネ
ル
若
し

盛
土
、
切
土
、
ト
ン
ネ
ル
若
し
く
は
地
下
、
橋
若
し
く
は
高

く
は
地
下
、
橋
若
し
く
は
高
架

架
又
は
そ
の
他
の
構
造
の
別
が
連
続
し
た
千
メ
ー
ト
ル
以
上

又
は
そ
の
他
の
構
造
の
別

の
区
間
に
お
い
て
変
更
し
な
い
こ
と
。

車
庫
又
は
車
両
検
査
修
繕
施
設

車
庫
又
は
車
両
検
査
修
繕
施
設
の
区
域
の
面
積
が
十
ヘ
ク
タ

の
区
域
の
位
置

ー
ル
以
上
増
加
し
な
い
こ
と
。

九

別
表
第
一
の
三

軌
道
の
長
さ

軌
道
の
長
さ
が
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
増
加
し
な
い
こ
と
。

の
項
の
ト
又
は
チ

本
線
路
施
設
区
域
の
位
置

変
更
前
の
本
線
路
施
設
区
域
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た

に
該
当
す
る
対
象

区
域
が
新
た
に
本
線
路
施
設
区
域
と
な
ら
な
い
こ
と
。

事
業

本
線
路
の
数

本
線
路
の
増
設
が
な
い
こ
と
。

軌
道
の
施
設
の
設
計
の
基
礎
と

軌
道
の
施
設
の
設
計
の
基
礎
と
な
る
車
両
の
最
高
速
度
が
地
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な
る
車
両
の
最
高
速
度

上
の
部
分
に
お
い
て
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
を
超
え
て
増
加

し
な
い
こ
と
。

運
行
さ
れ
る
車
両
の
本
数

地
上
の
部
分
に
お
い
て
、
運
行
さ
れ
る
車
両
の
本
数
が
十
パ

ー
セ
ン
ト
以
上
増
加
せ
ず
、
又
は
一
日
当
た
り
十
本
を
超
え

て
増
加
し
な
い
こ
と
。

盛
土
、
切
土
、
ト
ン
ネ
ル
若
し

盛
土
、
切
土
、
ト
ン
ネ
ル
若
し
く
は
地
下
、
橋
若
し
く
は
高

く
は
地
下
、
橋
若
し
く
は
高
架

架
又
は
そ
の
他
の
構
造
の
別
が
連
続
し
た
千
メ
ー
ト
ル
以
上

又
は
そ
の
他
の
構
造
の
別

の
区
間
に
お
い
て
変
更
し
な
い
こ
と
。

車
庫
又
は
車
両
検
査
修
繕
施
設

車
庫
又
は
車
両
検
査
修
繕
施
設
の
区
域
の
面
積
が
十
ヘ
ク
タ

の
区
域
の
位
置

ー
ル
以
上
増
加
し
な
い
こ
と
。

十

別
表
第
一
の
四

滑
走
路
の
長
さ

滑
走
路
の
長
さ
が
三
百
メ
ー
ト
ル
を
超
え
て
増
加
し
な
い
こ

の
項
に
該
当
す
る

と
。

対
象
事
業

飛
行
場
及
び
そ
の
施
設
の
区
域

新
た
に
飛
行
場
及
び
そ
の
施
設
の
区
域
と
な
る
部
分
の
面
積
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の
位
置

が
二
十
へ
ク
タ
ー
ル
未
満
で
あ
る
こ
と
。

対
象
事
業
実
施
区
域
の
位
置

変
更
前
の
対
象
事
業
実
施
区
域
か
ら
五
百
メ
ー
ト
ル
以
上
離

れ
た
区
域
が
新
た
に
対
象
事
業
実
施
区
域
と
な
ら
な
い
こ
と
。

利
用
を
予
定
す
る
航
空
機
の
種

変
更
前
の
飛
行
場
周
辺
区
域
（
公
共
用
飛
行
場
周
辺
に
お
け

類
又
は
数

る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
施
行

令
（
昭
和
四
十
二
年
政
令
第
二
百
八
十
四
号
）
第
六
条
の
規

定
を
適
用
し
た
場
合
に
お
け
る
同
条
の
値
が
七
十
五
以
上
と

な
る
区
域
を
い
う
。
）
か
ら
五
百
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た
陸

地
の
区
域
が
新
た
に
当
該
区
域
と
な
ら
な
い
こ
と
。

十
一

別
表
第
一
の

発
電
所
又
は
発
電
設
備
の
出
力

発
電
所
又
は
発
電
設
備
の
出
力
が
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
増
加

五
の
項
の
イ
か
ら

し
な
い
こ
と
。

ニ
ま
で
に
該
当
す

ダ
ム
の
貯
水
区
域
の
位
置

新
た
に
ダ
ム
の
貯
水
区
域
と
な
る
部
分
の
面
積
が
変
更
前
の

る
対
象
事
業

当
該
区
域
の
面
積
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ
る
こ
と
。
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堰
の
湛
水
区
域
の
位
置

新
た
に
堰
の
湛
水
区
域
と
な
る
部
分
の
面
積
が
変
更
前
の
湛

せ
き

た
ん

せ
き

た
ん

た
ん

水
面
積
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ
り
、
又
は
一
ヘ
ク
タ
ー

ル
未
満
で
あ
る
こ
と
。

ダ
ム
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
又

は
フ
ィ
ル
ダ
ム
の
別

対
象
事
業
実
施
区
域
の
位
置

変
更
前
の
対
象
事
業
実
施
区
域
か
ら
五
百
メ
ー
ト
ル
以
上
離

れ
た
区
域
が
新
た
に
対
象
事
業
実
施
区
域
と
な
ら
な
い
こ
と
。

減
水
区
間
の
位
置

新
た
に
減
水
区
間
と
な
る
部
分
の
長
さ
が
変
更
前
の
減
水
区

間
の
長
さ
の
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ
り
、
又
は
百
メ
ー

ト
ル
未
満
で
あ
る
こ
と
。

十
二

別
表
第
一
の

発
電
所
又
は
発
電
設
備
の
出
力

発
電
所
又
は
発
電
設
備
の
出
力
が
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
増
加

五
の
項
の
ホ
又
は

し
な
い
こ
と
。

へ
に
該
当
す
る
対

対
象
事
業
実
施
区
域
の
位
置

変
更
前
の
対
象
事
業
実
施
区
域
か
ら
三
百
メ
ー
ト
ル
以
上
離
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象
事
業

れ
た
区
域
が
新
た
に
対
象
事
業
実
施
区
域
と
な
ら
な
い
こ
と
。

原
動
力
に
つ
い
て
の
汽
力
、
ガ

ス
タ
ー
ビ
ン
、
内
燃
力
又
は
こ

れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
の

別燃
料
の
種
類

冷
却
方
式
に
つ
い
て
の
冷
却
塔

、
冷
却
池
又
は
そ
の
他
の
も
の

の
別

年
間
燃
料
使
用
量

年
間
燃
料
使
用
量
が
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
増
加
し
な
い
こ
と
。

ば
い
煙
の
時
間
排
出
量

ば
い
煙
の
時
間
排
出
量
が
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
増
加
し
な
い

こ
と
。

煙
突
の
高
さ

煙
突
の
高
さ
が
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
減
少
し
な
い
こ
と
。
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温
排
水
の
排
出
先
の
水
面
又
は

水
中
の
別

放
水
口
の
位
置

放
水
口
が
百
メ
ー
ト
ル
以
上
移
動
し
な
い
こ
と
。

十
三

別
表
第
一
の

発
電
所
又
は
発
電
設
備
の
出
力

発
電
所
又
は
発
電
設
備
の
出
力
が
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
増
加

五
の
項
の
ト
又
は

し
な
い
こ
と
。

チ
に
該
当
す
る
対

対
象
事
業
実
施
区
域
の
位
置

変
更
前
の
対
象
事
業
実
施
区
域
か
ら
三
百
メ
ー
ト
ル
以
上
離

象
事
業

れ
た
区
域
が
新
た
に
対
象
事
業
実
施
区
域
と
な
ら
な
い
こ
と
。

冷
却
塔
の
高
さ

冷
却
塔
の
高
さ
が
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
減
少
し
な
い
こ
と
。

蒸
気
井
又
は
還
元
井
の
位
置

蒸
気
井
又
は
還
元
井
が
百
メ
ー
ト
ル
以
上
移
動
し
な
い
こ
と
。

十
四

別
表
第
一
の

発
電
所
又
は
発
電
設
備
の
出
力

発
電
所
又
は
発
電
設
備
の
出
力
が
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
増
加

五
の
項
の
リ
又
は

し
な
い
こ
と
。

ヌ
に
該
当
す
る
対

対
象
事
業
実
施
区
域
の
位
置

変
更
前
の
対
象
事
業
実
施
区
域
か
ら
三
百
メ
ー
ト
ル
以
上
離

象
事
業

れ
た
区
域
が
新
た
に
対
象
事
業
実
施
区
域
と
な
ら
な
い
こ
と
。
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温
排
水
の
排
出
先
の
水
面
又
は

水
中
の
別

放
水
口
の
位
置

放
水
口
が
百
メ
ー
ト
ル
以
上
移
動
し
な
い
こ
と
。

十
五

別
表
第
一
の

埋
立
処
分
場
所
の
位
置

新
た
に
埋
立
処
分
場
所
と
な
る
部
分
の
面
積
が
変
更
前
の
埋

六
の
項
に
該
当
す

立
処
分
場
所
の
面
積
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ
る
こ
と
。

る
対
象
事
業

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
施
行
令
第
七
条
第
十

四
号
イ
に
規
定
す
る
産
業
廃
棄

物
の
最
終
処
分
場
、
同
号
ロ
に

規
定
す
る
産
業
廃
棄
物
の
最
終

処
分
場
又
は
一
般
廃
棄
物
若
し

く
は
同
号
ハ
に
規
定
す
る
産
業

廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の
別
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十
六

別
表
第
一
の

埋
立
干
拓
区
域
の
位
置

新
た
に
埋
立
干
拓
区
域
と
な
る
部
分
の
面
積
が
変
更
前
の
埋

七
の
項
に
該
当
す

立
干
拓
区
域
の
面
積
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ
る
こ
と
。

る
対
象
事
業

対
象
事
業
実
施
区
域
の
位
置

変
更
前
の
対
象
事
業
実
施
区
域
か
ら
五
百
メ
ー
ト
ル
以
上
離

れ
た
区
域
が
新
た
に
対
象
事
業
実
施
区
域
と
な
ら
な
い
こ
と
。

十
七

別
表
第
一
の

施
行
区
域
の
位
置

新
た
に
施
行
区
域
と
な
る
部
分
の
面
積
が
変
更
前
の
施
行
区

八
の
項
か
ら
十
二

域
の
面
積
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ
り
、
か
つ
、
二
十
ヘ

の
項
ま
で
に
該
当

ク
タ
ー
ル
未
満
で
あ
る
こ
と
。

す
る
対
象
事
業

土
地
の
利
用
計
画
に
お
け
る
工

土
地
の
利
用
計
画
に
お
け
る
工
業
の
用
の
土
地
の
面
積
が
変

業
の
用
、
商
業
の
用
、
住
宅
の

更
前
の
当
該
土
地
の
面
積
の
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
増
加
せ

用
又
は
そ
の
他
の
利
用
目
的
ご

ず
、
又
は
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
増
加
し
な
い
こ
と
。

と
の
土
地
の
面
積

十
八

別
表
第
一
の

造
成
に
係
る
土
地
の
位
置

新
た
に
造
成
に
係
る
土
地
と
な
る
部
分
の
面
積
が
変
更
前
の

十
三
の
項
に
該
当

当
該
土
地
の
面
積
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ
り
、
か
つ
、
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す
る
対
象
事
業

二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
で
あ
る
こ
と
。

土
地
の
利
用
計
画
に
お
け
る
工

土
地
の
利
用
計
画
に
お
け
る
工
業
の
用
の
土
地
の
面
積
が
変

業
の
用
、
商
業
の
用
、
住
宅
の

更
前
の
当
該
土
地
の
面
積
の
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
増
加
せ

用
又
は
そ
の
他
の
利
用
目
的
ご

ず
、
又
は
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
増
加
し
な
い
こ
と
。

と
の
土
地
の
面
積

別
表
第
四
（
第
十
四
条
関
係
）

一

法
第
三
十
三
条
第
二
項

土
地
改
良
法
第
八
条
第
四
項
（
同
法
第
四
十
八
条
第
九
項
（
同
法
第
九
十
六
条
の
三
第

第
一
号
の
法
律
の
規
定
で

五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
同
法
第
九
十
五
条
第
三
項
、
第
九
十

あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も

五
条
の
二
第
三
項
若
し
く
は
第
九
十
六
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

の

む
。
）
、
鉄
道
事
業
法
第
八
条
第
二
項
（
同
法
第
九
条
第
二
項
（
同
法
第
十
二
条
第
四

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
同
法
第
十
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
航
空
法
第
三
十
九
条
第
一
項
（
同
法
第
四
十
三
条
第
二
項
又

は
第
五
十
五
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
土
地
区
画
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整
理
法
第
九
条
第
一
項
（
同
法
第
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

及
び
同
法
第
二
十
一
条
第
一
項
（
同
法
第
三
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）

二

法
第
三
十
三
条
第
二
項

道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
三
条
第
三
項
、
第
七
条
の
十
二
第
三
項
及
び
第
七
条
の
十
四

第
二
号
の
法
律
の
規
定
で

第
五
項
、
水
道
法
第
八
条
（
同
法
第
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も

）
及
び
同
法
第
二
十
八
条
（
同
法
第
三
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

の

。
）
、
工
業
用
水
道
事
業
法
第
五
条
（
同
法
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
第
八
条
の
二
第
一
項
（
同
法

第
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
同
法
第
十
五
条
の
二
第
一

項
（
同
法
第
十
五
条
の
二
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に

都
市
計
画
法
第
六
十
一
条
（
同
法
第
六
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）

三

法
第
三
十
三
条
第
二
項

道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
七
条
の
三
第
一
項
、
第
七
条
の
十
二
第
四
項
及
び
第
七
条
の
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第
三
号
の
法
律
の
規
定
で

十
四
第
六
項
、
道
路
法
第
七
十
四
条
第
二
号
、
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
法
第
三
十
一
条

あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も

第
一
項
、
河
川
法
第
七
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
第
二
号
、
水
資
源
開
発
公
団
法
第

の

二
十
条
第
一
項
、
全
国
新
幹
線
鉄
道
整
備
法
第
九
条
第
一
項
及
び
附
則
第
十
一
項
、
軌

道
法
第
五
条
第
一
項
及
び
第
三
十
三
条
（
軌
道
法
施
行
令
第
六
条
第
一
項
に
係
る
場
合

に
限
る
。
）
、
土
地
区
画
整
理
法
第
五
十
二
条
第
一
項
、
第
五
十
五
条
第
十
二
項
、
第

六
十
六
条
第
一
項
、
第
六
十
九
条
第
十
二
項
、
第
七
十
一
条
の
二
第
一
項
及
び
第
七
十

一
条
の
三
第
十
四
項
、
住
宅
・
都
市
整
備
公
団
法
第
四
十
一
条
第
一
項
及
び
第
十
四
項

（
地
域
振
興
整
備
公
団
法
第
二
十
一
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、

環
境
事
業
団
法
第
二
十
一
条
第
一
項
並
び
に
地
域
振
興
整
備
公
団
法
第
十
九
条
の
二
第

一
項

附

則

こ
の
政
令
は
、
環
境
影
響
評
価
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
一
年
六
月
十
二
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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理

由

環
境
影
響
評
価
法
の
施
行
に
伴
い
、
環
境
影
響
評
価
そ
の
他
の
手
続
を
再
び
経
る
こ
と
を
要
し
な
い
事
業
の
修
正
及
び
変
更

の
範
囲
を
定
め
る
と
と
も
に
、
環
境
庁
長
官
及
び
免
許
等
を
行
う
者
等
の
意
見
の
提
出
期
間
等
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
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環
境
影
響
評
価
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
案
要
綱

一

事
業
の
修
正
及
び
変
更
で
あ
っ
て
、
環
境
影
響
評
価
そ
の
他
の
手
続
を
再
び
経
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
の
範
囲
を
定
め

る
こ
と
。

（
第
九
条
、
第
十
二
条
、
第
十
三
条
及
び
附
則
第
二
条
並
び
に
別
表
第
二
及
び
別
表
第
三
関
係
）

二

環
境
庁
長
官
が
評
価
書
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
期
間
を
四
十
五
日
と
し
、
免
許
等
を
行
う
者
等
が
評
価
書
に
つ
い
て
意

見
を
述
べ
る
期
間
を
九
十
日
と
す
る
こ
と
。

（
第
十
条
及
び
第
十
一
条
関
係
）

三

免
許
等
の
規
定
に
関
し
、
一
定
の
基
準
に
該
当
す
る
場
合
に
当
該
免
許
等
を
行
う
旨
の
規
定
で
あ
る
か
ど
う
か
等
に
つ
い

て
整
理
を
行
う
こ
と
。

（
第
十
四
条
及
び
別
表
第
四
関
係
）

四

都
市
計
画
決
定
権
者
か
ら
の
要
請
に
よ
り
環
境
響
評
価
を
行
う
べ
き
事
業
者
を
定
め
る
こ
と
。

（
第
十
六
条
関
係
）

五

そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
。

六

こ
の
政
令
は
、
環
境
影
響
評
価
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
一
年
六
月
十
二
日
）
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。


